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卓
球
部
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
柔

道
部
が
全
国
大
会
へ
コ
マ
を
進
め
、

柔
道
個
人
戦
９
０
ｋ
ｇ
超
級
に
お

い
て
第
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。文

化
部
で
は
自
動
車
部
が
電
気

自
動
車
競
技
で
日
本
一
を
目
指
し

て
挑
戦
を
続
け
て
お
り
、
今
年
は

秋
田
県
、
宮
城
県
、
千
葉
県
開
催

の
大
会
に
出
場
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ス
（
高
校
・
高
専
）
に
お
い
て

年
間
シ
リ
ー
ズ
２
位
入
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

お

知

ら

せ

令
和
四
年
度
は
、
建
築
土
木
科
七

名
、
機
械
科
四
名
の
入
学
生
を
迎

え
全
校
生
徒
四
十
九
名
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

生
徒
達
は
学
習
だ
け
で
は
な
く
、

部
活
動
や
学
校
行
事
あ
る
い
は
資

格
取
得
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
本
校
で
は
、
年
間
を
通
じ

て
始
業
前
や
放
課
後
に
資
格
取
得

の
た
め
の
講
習
を
実
施
し
、
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
建
築
施
工
管

理
技
術
検
定
、
第
二
種
電
気
工
事

士
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
、
計
算

技
術
検
定
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
技
術

検
定
、
Ｑ
Ｃ
検
定
等
で
今
年
度
も

合

格

者

を

輩

出

し

ま

し

た

。

ま
た
、
部
活
動
で
は
定
時
制
通

信
制
体
育
大
会
に
お
い
て
競
技
力

向
上
を
目
指
し
て
熱
心
に
取
り
組

ん

だ

成

果

を

発

揮

し

、

昨
年
度
、
栗
原
副
会
長
よ
り
仙
定
振
へ

の
ご
寄
付
に
て
、
仙
台
大
志
高
校
・
仙
台

工
業
高
校
と
も
に
必
要
と
さ
れ
る
物
品
を

購
入
し
、
両
校
へ
貸
与
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇
仙
台
大
志
高
校
分

１

両
開
き
書
庫

【
ジ
ョ
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
製
】
１
台

〇
仙
台
工
業
高
校
分

１

ポ
ー
タ
ブ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ

【
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ
ッ
ド
製
】
１
台

２

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー

【
オ
リ
ン
パ
ス
製
】

１
台

両
校
と
も
に
各
品
を
大
事
に
使
用
し
て

い
き
ま
す
。
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仙

台

工

業

高

等

学

校

学
校
行
事
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
を

万
全
に
し
、
野
外
研
修
や
体
育
祭

を
実
施
、
生
徒
・
職
員
の
枠
を
超

え
て
大
い
に
絆
を
深
め
、
楽
し
く

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

全国大会出場時の各部の様子

体育祭 クラス対抗バレーボールの様子

自動車部
大会時の様子

【右写真】秋田県大潟村
【下写真】宮城県名取市

卒
業
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ

「
は
れ
の
日
に
感
謝
を
」

会
長

青

澤

誠

治
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卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が

定
時
制
高
校
に
通
っ
て
こ
ら
れ
た

数
年
間
で
は
、
多
く
の
方
々
と
い

ろ
い
ろ
な
場
所
で
た
く
さ
ん
の
時

間
を
過
ご
し
な
が
ら
様
々
な
思
い

出
を
作
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
保
護
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま

し
て
も
昨
今
の
世
界
情
勢
の
中
に

お
い
て
、
健
全
な
教
育
環
境
の
保

持
と
日
頃
よ
り
定
時
制
教
育
の
振

興
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。ご

存
じ
の
通
り
、
こ
こ
数
年
間

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
対
応

が
続
き
、
自
己
管
理
と
日
常
の
衛

生
管
理
が
厳
し
い
中
、
「
昼
働
き

夜
学
ぶ
」
生
活
で
得
た
知
識
や
忍

耐
力
は
、
将
来
の
人
生
に
お
い
て
、

き
っ
と
大
切
な
宝
と
な
り
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
に
は
常
に
そ
ば
に
い
ら
し
て
、

日
々
の
仕
事
と
学
校
生
活
の
両
立

の
中
で
辛
い
時
に
励
ま
し
て
く
れ

た
友
人
や
職
場
の
同
僚
、
熱
心
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
事

業
主
の
方
々
、
そ
し
て
今
日
ま
で

ご
家
庭
か
ら
学
校
へ
と
送
り
だ
し

て
下
さ
っ
た
ご
家
族
が
お
ら
れ
た

こ
と
を
。
そ
の
方
々
に
是
非
今
日

の
良
き
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
「
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
く
」
気
持
ち
を
ご

自
身
の
言
葉
で
お
伝
え
す
る
「
は

れ
の
日
」
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
重
ね
て
、
本
日
こ

こ
に
「
卒
業
」
と
い
う
新
し
い
門

出
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
卒
業
生

を
陰
な
が
ら
支
え
て
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
々
に
、
当
会
を
代
表
し

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
し
だ

い
で
す
。

さ
て
、
当
会
こ
と
仙
台
市
立
高

等
学
校
定
時
制
教
育
振
興
会
（
略

称
：
仙
定
振
）
は
昭
和
三
十
七
年

に
発
足
し
て
以
来
六
十
年
、
教
育

界
を
は
じ
め
政
財
界
か
ら
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
活
動
を

し
て
参
り
ま
し
た
。
仕
事
に
励
み

な
が
ら
定
時
制
高
校
に
通
う
勤
労

勤
勉
な
学
生
の
教
育
に
関
わ
り
、

微
力
な
が
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り

下
支
え
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将

来
、
県
内
は
も
と
よ
り
国
内
外
で

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
今
、
定
時
制
課
程
に
入
学
す

る
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会
情
勢
も

こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、

将
来
に
希
望
を
持
ち
、
精
一
杯
の
努
力

で
未
来
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
若
者
の
姿

勢
に
多
く
の
人
々
が
好
感
を
持
ち
、
そ
の

若
い
力
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
お
り
ま

す
。

「
仙
定
振
」
で
は
、
未
来
に
向
け
て
努

力
す
る
熱
き
定
時
制
高
校
生
と
社
会
で
活

躍
す
る
卒
業
生
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
今
後
数
年

間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
全
世
界
が
コ
ロ
ナ
禍
対

応
の
新
時
代
と
な
り
、
人
々
の
生
活
様
式

も
よ
り
大
き
く
変
革
し
動
き
出
す
こ
と
で

し
ょ
う
。

刻
々
と
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
世
界

情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
数
年

間
に
培
わ
れ
て
き
た
力
を
大
い
に
生
か
せ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
ど
ん
な
困
難
に
も
必
ず

乗
り
越
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
の
担
い
手
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、

大
き
く
羽
ば
た
き
、
益
々
飛
躍
さ
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い

の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
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初
め
に
、
青
澤
会
長
が
福
田

教
育
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
、

仙
台
市
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協

力
へ
の
感
謝
と
、
昨
年
度
の
要

望
を
受
け
入
れ
て
頂
い
た
こ
と

に
対
し
て
御
礼
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

福
田
教
育
長
か
ら
は
、
目
標

に
向
か
っ
て
学
ん
で
い
る
生
徒

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い

と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
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本
会
よ
り
青
澤
誠
治
会
長
、

岡
本
浩
行
副
会
長
、
栗
原
憲
昭

副
会
長
、
佐
藤
正
昭
常
任
委
員
、

千
田
初
男
委
員
、
浦
山
孟
吉
委

員
及
び
各
校
事
務
局
員
が
訪
問

し
、
仙
台
市
側
か
ら
は
福
田
教

育
長
は
じ
め
幹
部
職
員
の
皆
様

が
列
席
さ
れ
ま
し
た
。

参加された仙定振役員団

要望書を提出する青澤会長

【参加役員の紹介】左から佐藤正昭常任委員・岡本浩行副会長・青澤誠治会長（中央）
・栗原憲昭副会長・千田初男委員・浦山孟吉委員（撮影時のみマスクを外す）

市

へ
の
要

望

書

提

出

要

望

事

項

仙
台
大
志
高
校

及
び

仙
台
工
業
高
校
共
通
要
望
事
項

・
就
職
支
援
員
の
継
続
配
置

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
継
続

配
置

各
校
か
ら
の
要
望
事
項

仙
台
大
志
高
校
要
望

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
学
校
配
置

・
各
教
室
へ
電
子
黒
板
機
能
付
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
、
並

び
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

仙
台
工
業
高
校
要
望

・
第
２
校
舎
３
階
Ｃ
Ｐ
室
内
、
実

習
棟
の
Ｃ
Ｐ(

応
用
室
・
学
習

室)

内
の
冷
暖
房
機
器
の
修
繕

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
新
規
設
置

・
専
用
棟(

第
２
校
舎)

内
設
置
の

暖
房
機
器
Ｆ
Ｆ
ヒ
ー
タ
ー
の
随

時
更
新

・
実
習
棟
の
網
戸
設
置(

前
年
度
も

未
設
置
部
分
の
設
置)

仙
台
市
へ
の
要
望
書
提
出
は
、

七
月
二
九
日
（
金
）
、
仙
台
市
役

所
上
杉
分
庁
舎
十
二
階
教
育
局
第

一
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ⅠⅡ

出席された仙台市の幹部職員の皆様

役員から様々な意見が出されました
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仙

台

大

志

高

等

学

校

令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
継
続

の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
や
遠
足
、
大
志
祭
、

映
画
鑑
賞
会
な
ど
、
多
く
の
行
事

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
行

事
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
生

徒
達
も
今
年
度
は
さ
ら
に
有
意
義

な
時
間
を
た
く
さ
ん
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

部
活
動
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
が
男
子
団
体
・
男
女
個
人
で
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、

選
手
た
ち
は
全
力
を
尽
く
し
て
競

技
に
臨
み
、
他
県
の
生
徒
と
も

堂
々
と
渡
り
合
い
、
宮
城
県
代
表

と
し
て
素
晴
ら
し
い
試
合
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

放
送
部
は
、
第
４
１
回
宮
城
県

高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
新
人

大
会
決
勝
大
会
に
テ
レ
ビ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
部
門
で
出
場
し
、
少
数
精

鋭
で
の
作
品
づ
く
り
の
成
果
を
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
７
０
回
全
国
高
等
学

校
校
定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活
体

験
発
表
宮
城
県
大
会
で
は
、
飯
川

義
都
さ
ん
が
本
校
代
表
と
し
て
参

加
し
、
堂
々
と
し
た
立
派
な
発
表

を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

定通全国大会 バドミントン部

生活体験発表 宮城県大会

さ
ら
に
、
飯
川
義
都
さ
ん
は
宮

城
県
高
等
学
校
弁
論
大
会
に
も
本

校
代
表
と
し
て
参
加
し
、
「
私
と

部
活
動
」
と
題
し
て
、
高
校
生
ら

し
い
ひ
た
む
き
さ
を
感
じ
る
素
晴

ら
し
い
発
表
を
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
生
徒
一
人
一
人
の
積
極
的
・

主
体
的
な
活
躍
が
感
じ
ら
れ
た
一

年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
、

絆
を
深
め
、
楽
し
く
有
意
義
な
高

校
生
活
を
送
っ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

スポーツ観戦（於 楽天モバイルパーク宮城） 映画観賞会での１コマ

学

校

だ

よ

り
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